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厚生労働行政推進調査事業費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

研究課題：プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班 

プリオン病の二次感染リスク者のフォローアップに関する研究 

研究分担者：齊藤延人  東京大学医学部附属病院 

研究協力者：高柳俊作  東京大学医学部附属病院 

研究要旨 

手術器具等を介したプリオン病の二次感染リスク保有可能性者のフォローアップを行

っている。 

事案発生時には該当施設の現地調査を行い、リスク保有可能性者の経過観察の支援を

行い、発症のリスクを検討している。これまでのところ、プリオン病の二次感染事例は

ない。 

A.研究目的 

本研究の目的は、手術後にプリオン病

(クロイツフェルト・ヤコブ病)と判明し

た患者に使用した器具を用いて手術を

受けたリスク保有可能性者発生の実態

状況の把握と、定期的な神経学的異常の

確認、心理的苦痛のフォローアップをお

こなうことである。クロイツフェルト・

ヤコブ病インシデント委員会として、調

査研究を行っている。 

B.研究方法 

プリオン病のサーベイランス調査研究

に参加し、その内容を分析・検討するこ

とにより、プリオン病の二次感染予防リ

スクのある事例を抽出・検討する。該当

する施設の現地調査を行い、リスクに関

連する手術機器を検討する。また、リス

ク保有可能性者の経過観察の支援を行

い、発症のリスクを検討する。 

（倫理面への配慮） 

金沢大学および国立精神・神経医療研究

センターの倫理委員会で承認を得てい

る。 

C.研究結果 

1）新規インシデント事例 

令和元年度は新規のインシデント事案

が1件あり、現地調査を行った。継続し

て、フォローアップ支援の対応中である。 

【新規インシデント事例概要】 

CJD症例に対して、発症後に、慢性硬膜

下血腫の手術を行った事例が報告され

た。当該病院に関して、手術器具の滅菌

条件の確認が行われたが、感染予防ガイ

ドラインに準拠していない箇所を認め

た。従って、本事例は、インシデント事

例と判断し、当該病院の訪問調査を行っ

た。継続して、フォローアップ支援の対
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応中である。 

D.考察 

1）CJD疑い患者に対して、発症11か月

前に、正常圧水頭症疑いでVPシャント

術が行われた事案に関して、協議された。

当該手術の手術機器の滅菌条件を確認

すると、ほとんどすべて感染予防ガイド

ラインに準拠されていることが確認さ

れた。一つだけ、バーホールエコーのみ、

ガイドラインに準拠しない条件で滅菌

されていたが、当該手術で使用していな

いことが、確認された。以上より、本事

案は、インシデント事案ではないと判断

された。 

2）1980年台に、髄膜腫手術に対して、

Lyoduraが使用された症例で、最近、髄

膜腫が再発したために、手術を行う予定

で、問い合わせがあった事案が協議され

た。当初、オートクレーブ滅菌出来ない、

CUSAを使用して、腫瘍吸引する予定で

あった。しかし、本症例は、他の病院に

移り、CUSAを使用せず、腫瘍摘出術を

行った。出血量が多く、輸血を行ったが、

神経所見は改善して独歩退院をする事

ができた。 

本会議で、過去にLyoduraが使用された

とわかっている症例に対して、インシデ

ント委員会としての対応が協議された。

過去に、Lyoduraが使用されたのが、約

10万人ぐらいおり、その中から、dCJD

が100人以上発生している。従って、当

委員会としては、過去にLyoduraが使用

されたとわかっている症例にたいして

は、可能な限り、プリオン病患者と同様

の滅菌対応を行うことをすすめていく

方針となった。 

E.結論 

これまでのところ、18事例をフォロー

アップしているが、プリオン病の二次感

染事例はない。 

引き続き、プリオン病の二次感染予防リ

スクのある事例について、現地調査を含

めてフォローを行い、日本脳神経外科学

会などで啓発活動を行う。 

F.健康危険情報 

なし 

G.研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

なし 

H.知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 




